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研究成果の概要（和文）：本研究では、学力の多様化に対応するため、動機づけに効果的とされる映画を活用して、習
熟度および動機づけに大きな差がある大学生の英語運用能力の向上を目指した英語教材を開発した。開発教材は著作権
法上の制約が少ないパブリックドメイン映画2作品を使用しており、映画の同一場面を素材とした難易度の異なるレベ
ル別のe-learning教材であるが、実験の結果、習熟度の異なる3調査群すべてにおいて有意な得点上昇が観測された。

研究成果の概要（英文）：With the diversification of scholastic ability rapidly advancing, the compelling n
eed for meticulous teaching responding to various proficiency levels is greater than ever and the utilizat
ion of films has been attracting attention as highly effective materials for student motivation. In this s
tudy, a series of multilevel e-learning courses was developed with the use of public domain films, and an 
experiment was conducted to verify whether their use results in improved English proficiency. The results 
revealed that their use helped improve the listening abilities of learners.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 

 
１．研究開始当初の背景 
（1）多様化が進む大学生の学力に対応する
ため、現在多くの大学にて習熟度別教育やリ
メディアル教育が実施されている。習熟度別
教育においては、レベルの異なるクラスごと
に全く内容の異なる教科書で授業が進めら
れることが多いが、同一科目の場合、少なく
とも取り上げる題材やテーマは同一のもの
で学習し、到達目標とするスキルをクラスの
レベルに合わせて指導するのが本来の姿で
あろう。ただ、そうした同一題材によるレベ
ル別教材が現在不足しているのが現状であ
る。また、リメディアル教材に目を向けた場
合、語彙、文法項目等に関しては、入念な検
討が加えられているものの、題材・素材自体
は従来の教材と大差ないものが多く、一見中
学校の教科書と見間違うものも存在する。こ
れまでの英語学習で躓いてしまった学習者
には、同じ教科書をもう一度やり直させると
いう従来型のアプローチだけでなく、これま
でと異なるアプローチが不可欠である。つま
り、大学生を対象としたリメディアル教材開
発においては、成人が高い興味・関心を示す
素材の活用が求められている。 
 
（2）一方、映画は、学習者の英語レベルに
関係なく、学習者が極めて高い関心を示す素
材として英語教育においても広く活用され
ているが、指導法研究や教材開発の点におい
てはまだ十分とは言えない状況にある。映画
を活用した英語学習教材は近年各種出版さ
れてきているが、レベルは総じて高めで、初
級レベルの学生に活用できるものや、リメデ
ィアル教育を念頭において製作されたもの
は皆無である。このように、動機付けへの高
い効果が実証されている映画という素材が、
動機付けに大きな問題を抱える学習者にこ
れまで十分に活用されてきていないという
現実がある。 
 
（3）そうした現状を踏まえ、本研究代表者
は、習熟度別教育やリメディアル教育での利
用を念頭に、映画を活用したレベル別教材の
開発を計画し、リスニングだけに留まらない
体系的なコミュニケーション指導を目指し
た映画教材を開発してきた。授業外での学習
を促進する観点から教材の e-learning 化が
望まれたが、著作権法上の問題からこれまで
の開発教材は e-learning 対応型とすること
が困難であった。しかし、2007 年最高裁判
所は、1953 年公表の映画については 2003 年
12 月 31 日をもって著作権の保護期間が終了
したと判断し、1953 年以前に公開された映
画のパブリックドメイン（公的財産）化が確
定した（文化庁長官官房著作権課, 2008）。し
たがって、著作権法上の制約が少ないパブリ
ックドメイン映画を活用することにより、画
像や音声を含む本格的な映画 e-learning 用

教材を開発する環境が整ってきた。 
 

２．研究の目的 
本研究は、映画の同一場面を素材とした難

易度の異なる 3レベルの e-learning対応型英
語学習教材を開発し、現在多くの大学にて実
施されている習熟度別教育やリメディアル
教育の効果を上げることを目的としている。
開発教材は、動機付けに非常に効果的である
とされる映画を活用し、習熟度・動機付けに
大きな差がある大学生の基本的英語運用能
力の向上を目指したものであり、著作権法上
の制約が少ないパブリックドメイン映画を
使用した e-learning 対応型教材とすること
で、教室内の学習のみならず教室外での自発
的学習に資するものとなっている。 
本研究の期間内に明らかにしようとする

点は次の 3 点である。 
①習熟度別教材・リメディアル教材開発にお
ける映画素材の活用可能性および有用性 

パブリックドメイン映画とされる膨大な
作品群の中に、習熟度別教育やリメディア
ル教育に活用できる場面が実際に存在す
るのか、また、それらを活用して体系的な
学習システムが開発できるのかを教材開
発を通じて明らかにする。 

②開発教材の学習者への動機付けへの効果 
リメディアル教育を必要とする習熟度の
低い学習者にとって、映画を活用した英語
教材が従来の教材と比較して特に高い興
味・関心を呼び起こし、自発的な学習へと
結びつくものとなりえるのかどうかを測
定・評価する。 

③開発教材の英語運用能力向上への効果 
 

３．研究の方法 
本研究の目的を達成するために、次のよう

な計画・方法によって研究を遂行した。 
 

（1）コースウェアの大枠決定 
研究代表者の勤務校の大学生を対象と

した共通英語能力テストおよび質問紙法に
より、学生のニーズおよびレベルの把握を行
い、A～C の 3 レベルに分かれた習熟度別教
育用教材に必要とされるレベル・到達目標を
選定した。並行して、習熟度別大学用英語教
材の調査を行い、シラバスデザインや必須項
目、演習方法等について評価を加えると共に、
前述の検討結果と比較しながら、必須項目と
なる指導項目やレベルを選定し、コースウェ
アの大枠を完成させた。 

 
（2）パブリックドメイン映画の素材研究お
よび教材開発 
次に、コースウェアの素材となるパブリッ

クドメイン映画の収集および内容の調査を
行った。大学生の専攻・関心等を考慮しなが
ら、素材となる映画として 20 作品程度を候



補として検討し、先に選定した指導項目を活
用しながら、言語機能別シラバスに対応した
映画の場面選定を行うと共に、設問・演習等
の教材開発に着手した。教材は習熟度別教育
（A～C レベル）に対応するよう 3 種類開発
した。候補として選定した場面については、
実際に大学生に視聴させて、興味・関心につ
いてフィードバックを受けながら最終的な
選定作業を進め、開発教材についても実際に
大学生に試用しながら、難易度等に必要な修
正を加えた。また、パブリックドメイン映画
の著作権許諾を専門とする業者（株式会社ブ
レーントラスト）に、映画のマスターテープ
の入手および著作権許諾、学習用 DVD 製作
に関わる業務を委託し、選定場面ごとにチャ
プターを区切るなどした学習用映画 DVD を
制作した。 

 
（3）e-learning 用プログラムへのコンテン
ツ移植 
パブリックドメイン映画の中から選定し

た場面および開発教材について、e-learning
に対応できるよう e-learning 用プログラム
にコンテンツの移植および必要な修正等を
行った。使用するプログラムとしては、機能、
操作性等、様々な観点から検討を加えた結果、
オープンソースのコース管理システム
（CMS）の一つである Moodle を選定した。
また、開発教材については、対面授業と
e-learning のブレンディット・ラーニングを
実践できるように、テキスト版も製作したが、
e-learning での自主学習を促進するため、
e-learning 独自のコンテンツも数種類製作し
た。 

 
４．研究成果 
（1）言語機能別シラバスデザインに基づき
英語教材化するのに適したパブリックドメ
イン映画を選定した結果、『ローマの休日』
および『シャレード』の 2 作品をメインコン
テンツとしてレベル別 WBT（Web-Based 
Training）教材および教材用映画 DVD をそ
れぞれ開発した。まず、先行して開発した『ロ
ーマの休日』を活用した WBT 教材の活用が、
授業時間外学習の増加やその結果としての
英語力向上につながるのかどうかについて
検証した結果、WBT 教材の活用は習熟度に
関わらず学習者の動機づけに効果があり、授
業外学習時間の増加に貢献することがわか
った。また、リピーティング、シャドーイン
グといった音声中心の演習を充実させるこ
とでリスニング力向上にも一定の効果が見
られることがわかったが、その効果は従来の
方法と比較して有意な差が認められるほど
ではなかった。 
 
（2）リスニング力向上に関する（1）の結果

を受けて WBT 教材の運用方法を再検討し、
WBT 教材を自主的な個別学習用の、いわば
復習用ツールとしてのみ運用するのではな
く、対面授業の一部として組み入れたブレン
ド型授業を実践することで、学習者の授業外
での学習が促進され、その結果として学習時
間の増加や英語力の向上が見られるかどう
かについて『ローマの休日』を活用した WBT
教材を用いて再検証した。その結果、授業
内・外ブレンド型授業による WBT 教材の活
用は、復習用ツールとしての活用と比べ、学
習者の授業外学習時間の増加に貢献し、リピ
ーティング、シャドーイングといった音声中
心の演習を充実させることで従来の方法と
比較してリスニング力向上にも効果的であ
ることがわかった。 
 
（3）続いて作成した『シャレード』を活用
した WBT 教材の効果についても『ローマの
休日』版 WBT 教材と同様の手法を用いて検
証を行った。その結果、WBT 教材を完備す
ることにより、学習者の授業外学習時間は
WBT 教材が用意されていない場合と比べて
増加し、また、リスニング力向上の割合も同
様に有意な割合で高いことがわかった。この
結果は『ローマの休日』版で得られた結果を
基本的に支持しており、映画英語 WBT 教材
の学習効果に関しては一定の評価を与える
ことができると考えられる。 
 
（4）多様な学力層の学習者への対応を念頭
において開発された映画英語 WBT 教材をブ
レンド型授業にて活用した効果について、上
位群、中位群、下位群と異なる習熟度の学習
者を対象にした調査結果をもとに考察した
結果、ブレンド型授業による WBT 教材の活
用は、習熟度の異なる 3 つの調査群のすべて
において、学習者のリスニング力向上に効果
的であることがわかったが、特に中位層の学
習者におけるリスニング力向上の割合が顕
著であった。 
 
（5）本研究では習熟度別クラスにおける運
用における効果を検証したが、本 WBT 教材
はその運用の仕方によっては単一クラス内
における学力や動機づけの差にも対応する
ことが可能である。例えば、上級、中級、初
級とすべてのレベルの問題を WBT の学習者
メニューに提示しておき、クラス内で上位の
学習者には授業外でレベルの高い問題にチ
ャレンジさせ、下位の学習者には易しい問題
から始めさせるなど、学習者の多様化に対応
したきめ細かな指導を行うことができる。 
 
（6）今後の方向性だが、WBT 教材の場合は
やはり共有前提の教材作りを行い、共有を通
じて既存のものをし続けていくことが肝要



だと考える。これまで同じ映画について各教
員が多大な労力をかけて別々に行っていた
教材作成に共有という概念を導入し、これま
で点の状態でバラバラに存在していた各教
員の自作教材をモジュール化して線で繋ぐ
ことができれば、よりよい教材の蓄積ができ
ていくであろう。今回開発した WBT 教材は
リスニングや音読等、音声面に焦点を当てた
コースであるが、今後各教員がモジュール単
位で教材コンテンツを追加していけば、語彙、
文法、異文化、コミュニケーションなど、様々
な側面に対応した総合的な学習教材に発展
させていくことも可能である。 
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